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研究要旨

血液製剤の将来的な使用量を予測する事は,安全な血液製剤の安定供給のために極めて重要であ

るo しかし,どのような疾患で血液製剤がどの程度使用されているかについての現状も正確には把

握されていないため-将来予測を医療統計デ-タを用いる事により行うことは不可能であるo加え

て,血液製剤の使用状況は,人口構成や疾病構造,診療報酬制度や法令.ガイドラインの内容ー医

療行為の標準化などの諸要因により窄易に変わり得るものである.

本研究はこうした状況下で,血液製剤の使用量の将来予測を行うために,過去の使用量の推移を

調査するとともにl将来予測で用いられている 一デルフアイ法,,を用いて,その手法の妥当性や将

来的な手法の展開の余地を探るために試行的に実施するものであるo
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A.研究日的

本研究は1血液製剤の安定供給を図る目安にな

る将来の血液製剤需要を予測するものであろ.ま

た併せて血液梨剤の適正使用をめぐる諸因子に

ついても調査し,適正使用に寄与する要因を明ら

かにすることも目指したものであるo

B.研究方法,

1.血液製剤使用量の推移

過去10牢間の血液製剤供玲量の推移等を日

1

28

本赤十字社の資料等から調べる他,大規模病院

5病院の診療科別使用量の推移を調査したo

2.デルフアイ法アンケ-ト調査

く分担研究者 河原和夫I

デルフ7イ法により,全国の大学病院輸血部一

および赤十字血液センタ-の輸血医療.血液事

業従事者に対するアンケ-ト調査を実施したo

これら調査対象古ま総数152か所く大学病院輸血

部83か所ー 日赤血液センタ-69か所Iで1そ


